
 ＝1.93×103 C

 ⑵ 陽極では，2H2O  O2＋4H
+＋4e-より，

 発生したO2の体積（0℃，1.013×105 Pa）は，

 0.0200 mol× 1
4×22.4 L/mol＝1.12×10−1 L

1 ⑴（−）Pb｜H2SO4 aq｜PbO2（＋）
 ⑵ ［負極］Pb＋SO4

2-  PbSO4＋2e-

 ［正極］PbO2＋4H
+＋SO4

2-＋2e- 

   　     PbSO4＋2H2O

 ⑶ 負極：24 g増加，正極：16 g増加
 ⑷ ③
註 ⑶  負極で電子2 molが流れるとPb 1 mol（207 g）が

PbSO4  1 mol（303 g）に変化し，96 gの質量増加
がある。

 0.50 mol× 1
2×96 g/mol＝24 g

  正極で電子2 molが流れるとPbO2 1 mol（239 g）
がPbSO4 1 mol（303 g）に変化し，64 gの質量増加
がある。

 0.50 mol× 1
2×64 g/mol＝16 g

 ⑷  ①，②充電すると，負極・正極の質量はいずれも減
少し，硫酸の密度（濃度）は増加する。

  ③放電時には，負極から電子が流れ出ていたので，
充電時には，外部電源から負極へ電子を送り込む必
要がある。

2 ⑴ A　H2  2H+＋2e-　
 B　O2＋4H

+＋4e-  2H2O

 ⑵ B　　⑶ ア　　⑷ 水素　4.48 L　　酸素　3.2 g

註 ⑶  H+は電極Aで生成して電極Bで消費されるため，電
解液中をアの向きに移動する。

 ⑷ 流れた電子の物質量は，

 3.86× 104 C
9.65×104 C/mol＝0.400 mol

 電極Aで消費された水素の体積は，

 0.400 mol× 1
2×22.4 L/mol＝4.48 L

 また，電極Bで消費された酸素の質量は，

 0.400 mol× 1
4×32.0 g/mol＝3.2 g

3 ⑴ 4.83×103 C　⑵ 2.68 A

 ⑶ A：2H2O  O2＋4H
+＋4e-

 C：2Cl-  Cl2＋2e-

 ⑷ 0.250 mol/L　⑸ 0.280 L
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註 ⑴  電解槽ⅠのB（陰極）：Ag
+＋e-  Agより，電

子1 molが流れると，Ag 1 molが析出する。

 e-の物質量： 5.40 g
108 g/mol＝0.0500 mol

 流れた電気量は，F＝9.65×104 C/molより，
 0.0500 mol×9.65×104 C/mol＝4825 C

 ⑵ 平均の電流をx〔A〕とすると，
 x×（30.0×60）s＝4825 C　　x＝2.68 A

 ⑷ D（陰極）：Cu2+＋2e-  Cuより，
  電子2 molが流れると，Cu2+ 1 molが消費される。

電解前のCu2+は，
  0.500 mol/L×0.100 L＝5.00×10−2 molで，電気

分解により消費されたCu2+は，

 0.0500 mol× 1
2＝2.50×10−2 mol

  よって，残ったCu2+は2.50×10−2 molで，これが
溶液100 mL中に含まれるから，

 ［Cu2+］＝0.250 mol/L

 ⑸ 極板Aで発生する酸素の体積は，
 0.0500 mol× 1

4×22.4 L/mol＝0.280 L

1  ⑴ 2.0×10−3 mol/（L･s）
 ⑵N2の減少速度：1.0×10−3 mol/（L･s）
 H2の減少速度：3.0×10−3 mol/（L･s）

《解説》⑴ vNH3
＝（0.060−0） mol/L

（30−0）s ＝2.0×10−3 mol/（L･s）

 ⑵ 反応式の係数の比より，
 vN2：vH2：vNH3＝1：3：2となる。

2  4.0×10−3 mol/（L･s）
《解説》反応式2H2O2  2H2O＋O2より，
 分解したH2O2の物質量：
 1.0×10−2 mol×2＝2.0×10−2 mol

 最初のH2O2の物質量：
 1.00 mol/L×0.100 L＝1.00×10−1 mol

 50秒後の［H2O2］

 ＝（1.00×10− 1−2.0×10− 2） mol
0.100 L ＝0.80 mol/L

 v＝−Δ［H2O2］
Δt ＝−（0.80−1.00）mol/L

（50−0） s

 ＝4.0×10−3 mol/（L･s）
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108 g/mol＝0.0500 mol

 流れた電気量は，F＝9.65×104 C/molより，
 0.0500 mol×9.65×104 C/mol＝4825 C

 ⑵ 平均の電流をx〔A〕とすると，
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  電子2 molが流れると，Cu2+ 1 molが消費される。

電解前のCu2+は，
  0.500 mol/L×0.100 L＝5.00×10－2 molで，電気

分解により消費されたCu2+は，

 0.0500 mol× 1
2＝2.50×10－2 mol

  よって，残ったCu2+は2.50×10－2 molで，これが
溶液100 mL中に含まれるから，

 ［Cu2+］＝0.250 mol/L

 ⑸ 極板Aで発生する酸素の体積は，
 0.0500 mol× 1

4×22.4 L/mol＝0.280 L
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2  4.0×10－3 mol/（L･s）
《解説》反応式2H2O2  2H2O＋O2より，
 分解したH2O2の物質量：
 1.0×10－2 mol×2＝2.0×10－2 mol

 最初のH2O2の物質量：
 1.00 mol/L×0.100 L＝1.00×10－1 mol

 50秒後の［H2O2］

 ＝（1.00×10－ 1－2.0×10－ 2） mol
0.100 L ＝0.80 mol/L

 v＝－Δ［H2O2］
Δt ＝－（0.80－1.00）mol/L

（50－0） s

 ＝4.0×10－3 mol/（L･s）

3編1章　問

214 解答・解説

番号
ページ 行 原　　　　　　　　文 訂　　　　正　　　　文 訂正理由

図書の記号・番号 化学 701
訂正箇所

（別紙様式第 16号別紙）

1 214 左段
27

35

変更が適切な
体裁、記載（よ
り適切な表現
にするため。）


